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原 著
無作為に作られた聴覚刺激の学習の長期的な効果
一教育的応用にむけた予備的研究-
上田紋佳 (岡山大学大学院教育学研究科) 寺滞孝文 (岡山大学教育学部)
近年,間接再認手続きを用いた研究において,無作為に作成されたメロディの潜在記憶が数ヶ月間保持されることが戟
告されている (e.g.,寺滞･泊･上田,2∝垢;上田.寺滞,207)｡本研究では大学生を対象に,集団実験によってこの現象
の再現性を検討することに加えて,自らの成績に潜在記憶の影響が現れる実験を体験することによって,参加者の学習の
意織が変化するか否かを検討した｡その結果,メロディの潜在記憶が得られ,再現性が確羅された｡また,潜在記憶を体
験することによって,わずかな学習に対する意織の変容が見られた｡本研究の結果は,本研究手法によって,子どもの学
習に対する意識が変容する可能性を示すものである｡今後,学校現場で実践することが期待される｡
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Ⅰ.研究目的
近年,子どもたちの学習意欲の低下が問題となっ
ている｡特に,成績の低い子どもは,成績の高い子
どもと比べて,勉強すれば出来るようになるという
見通しが持ちにくく,学習に対する目標設定も難し
い｡このような子どもは,ただ勉強をやらされてい
ると感じることも多いと思われる｡それゆえ,学業
成績の低い子どもたちの学習意欲を向上させること
は非常に重要な課題であろう｡しかし,学業成績の
低い子どもたちの学習意欲を高め,その状態を継続
させることは難しい｡学業成績の低い子どもに必要
な学習を具体的に考えたとき,まず,非常に基本的
な学習内容の習得が必要であるのは明らかである｡
英単語,漢字,語句,公式などを繰り返し覚える必
要があるが,いわゆる暗記学習は子どもにとって非
常に忍耐のいることである｡｢授業で習ったものであ
るのに覚えていない｣,｢勉強してもすぐに覚えられ
ないし,覚えてもすぐ忘れる｣という体験をするこ
とが多く,このような体験の積み重ねが学習の継続
を困難にしている一因であることが推測される｡
本研究では,子どもが学習に対していだくこのよ
うな意識の変容を目指し,子どもたちの学習意欲を
高める支援に向けた予備的な研究を大学生対象に探
索的に行うことを目的とする｡
日々 の学習効果を可視化することによって,子ど
もの学習意欲の向上を目指している研究に寺揮
(207)があげられる｡そこでは,マイクロステッ
プ計測法という実験計画法を英単語のドリル学習に
導入し,学習者の到達度の変化をフィー ドバックす
ることによって,ドリル学習に対する意識変化を報
告している｡実験は高校生を対象に行われ,英語の
授業の 5分程度の時間を使い,英単語のドリル学習
が冊子を用いて5週間継続された｡学習のペースはl
単語あたり3秒程度で一斉に行われ,参加者は単語
の意味をどの程度知っているか判断するという簡単
な学習であった｡ ドリル学習後,ドリル学習の結果
について教師が簡単な説明をし,フィー ドバックを
行った｡フィードバックの内容は,学習期間が長く
なるにつれて,客観テストの正答率が上昇するとい
うもので,｢自分ではそれほど意味がわかってきたと
いう実感がなくても,実際の実力は明らかに上がっ
ている｣ということがフィー ドバックされた｡この
フィードバックの前後にドリル学習に対する意識調ヽ
査が行われた｡その結果,ドリル学習によって,早
語力があがるという認識とドリル学習は効果がある
という意識が高まったことが示され,ドリル学習が
｢やればできるようになることを体験させることの
できるツール｣として機能することが示唆されてい
るO寺滞 (2007)の研究は,5分程度のわずかな英単
語のドリル学習によって自覚できない学習の効果が
積み重なっていることを学習者-フィードバックす
ることにより,学習者のドリル学習に対する意識が
ポジティブな方向-変化したものといえよう｡
その他の関連する実践的な研究として,効力感を
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高めることによって,学業成績の上昇を目指した内
田･守 (2004)の研究があげられる.そこでは,自
己効力感研究において暗黙の前提とされている,成
功経験によって自己効力感が上昇することを学習領
域において検証した研究がないことを指摘し,その
ことを実験的に検討している｡具体的には,MORI
テクニックと呼ばれる映像提示方法によるアナグラ
ム課題を用い,意図的に特定の参加者に成功体験を
作り出すという実験的な手続きが用いられている｡
その成功体験によって,アナグラム課題に対する自
己効力感が高まり,その効果が長期に持続すること
が報告され,また,学業成績が上昇する可能性も示
唆されている｡内田･守 (204)の研究は,学習に
対する意識変化をあつかったものではないが,成功
体験によって自己効力感を高め,学業成績が上昇す
ることを促す可能性を示す研究といえよう｡
ところで,子どもたちが自分の学習能力を認識す
る際,自分の顕在的な記憶のパフォーマンスが大き
く影響し,それが学習の動機付けの基盤になってい
ると考えられる (寺津,1997)｡それに対し,顕在的
な記憶の能力とは独立に,潜在的な記憶の能力が存
在し,その存在を学習者に示すことが学習意欲の向
上につながる可能性が指摘されている(寺滞,1997)0
潜在記憶 (iI叩licitmemcqy)とは,想起意識を伴わな
い記憶と定義される (Gmf&Schacter,1985)O想起意
識とは学習エピソードを思い出している意織のこと
を指し,想起意識を伴 う記憶は顕在記憶(e叩licit
memory)といわれるQ顕在記憶は一般的に誰もがイメ
ージできる記憶であり,それゆえそのイメージで子
どもは学習効果をとらえていると考えられる｡それ
に対して,潜在記憶の存在は日常生活において気づ
くことは難しく,客観的なデータに基づき初めて同
定されるものである｡そのため.子どもたちに自分
自身の潜在記憶的な能力を客観的な事実として自覚
させることができれば,学習に対する動機付けが高
まる可能性があると考えられる｡
そこで,本研究では間接再認手続きを用いて潜在
記憶の存在を,体験を通じて自覚させ,自覚できな
い学習の効果をフィードバックすることによって,
学習に対する意識の変化をもたらすことができるか
どうかを探索的に検討することを目的とする｡間接
再認手続きとは,潜在記憶の長期持続的な学習効果
を検出する手続きであり,二字熟語などの視覚刺激
を用いて,わずかな学習の効果が数ヵ月間保持され
ることが一連の研究において実験的に示されている
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(寺津,1997,20l;寺津･太田,1993)｡間接再認手
続きは第 1セッションと畢 2セッションから構成さ
れる｡第 1セッションでは,ある項目の学習が要求
され,その数カ月後に実施される第2セッションで
は,リスト学習後,そのリストに関する再認判断が
要求される (間接再認テスト)｡そのテストでは,第
1セッションで学習したものと学習していないもの
が含まれており,第 1セッションの学習の効果が再
認成績によって検討される｡間接再認成績における
第 1セッションの学習の効果を寺滞 ･太田 (1993)
は,潜在記憶の現れと解釈している｡
近年の間接再認手続きを用いた研究において,蘇
作為に作成されたメロディ (以下,ランダムなメロ
ディとする)を刺激として用いた集団実験によって,
顕著な学習の効果が報告されている (寺滞 ･泊 ･上
田,2006;上田･寺揮,2007)｡例えば.寺薄ら(2∝姑)
では,間接再認テストの指標となる第 2セッション
の再認テストにおいて,9週間前の第1セッションで
学習していないメロディ条件に比べて学習した条件
のヒット率が約 1割,虚再認率が約2割上昇するこ
とを報告している｡同様に,上田･寺滞 (207)で
も参加者の音楽経験年数に関わらず,8週間前の学習
により,ヒット率では約2割,虚再認率では約 1割
上昇する事実が報告されている｡
このように,集団実験による間接再認手続きは,
顕著な学習効果が得られる頑健な現象が確実に検出
できることに加えて,個別実験に比べて比較的実施
が簡単である点,また,実験時間が15分程度である
ため授業時間内に実施が可能である点から,将来的
に学校現場で実施しやすい手続きといえよう｡よっ
て,本研究では,大学の講義の一環として,メロデ
ィを用いた集団実験によって間接再認実験を実施し,
潜在記憶の存在を学生に体験させることを目的とす
る｡また,その体験が学習に対する意識に与える効
果を検討することを目的とする｡寺津 (207)にお
いて,ドリル学習における自覚できない学習の効果
をフィードバックすることによって,ドリル学習に
対する意識が変化したことから,本実験においても,
潜在記憶という普段の生活では自覚することが難し
い記憶の存在を体験し,その効果を自覚することに
よって,わずかな学習に対する意識が変容する可能
性があることが予測される｡
Ⅱ.方法
1.実験計画
無作為に作られた聴覚刺激の学習の長期的な効果
実験は第 1セッションと第2セッションから構成
され,両セッションの間に 8週間のインターバルが
挿入された｡実験参加者は両セッションに参加した｡
各セッションでは提示刺激に対する好意度評定が要
求された｡第1セッションで要求される偶発学習 (好
意度評定)の有無を参加者内要因とする実験計画が
立てられた｡第 2セッションの再認テスト (間接再
認テスト)のターゲット項目,ディストラクター項
目に関して,ともに学習あり,なしの2水準の学習条
件が設定された｡また,刺激メロディの音色の影響
を検討するために,音色の種類 (クラリネット,ピ
アノ,ホルンの 3水準)が参加者間要因とされた｡
以下,手続きは 1つの音色条件に関してのみ説明を
加える｡
2.実験参加者
国立0大学の教員免許の取得に必要な講義の受講
者が実験に参加した｡第1セッションでは118名が,
第2セッションでは 102名が実験に参加した｡実験
参加者は 3つの音色条件にランダムに分けられ,さ
らにそれぞれの中で,2群のカウンターバランス条件
(以下,グループ Ⅹ,Yとする)にランダムにわけ
られた｡
3.装置
MIDI形式で作成された刺激が.ノー トパソコン
(pan asonic製cF-S23)で再生され,パソコンに接続
されたスピーカー (SONY製 spEAm SYSTEM
SRS-T55)によって流された｡
4.刺激
刺激メロディは上田･寺浮 く207)で作成された
刺激メロディが用いられた｡刺激メロディは,まず,
基本となる音高列とリズムがそれぞれ一定の規則に
従い無作為に12種類作成され,それぞれの組み合わ
せによって 141種類の刺激メロディが作成された｡
刺激メロディの例を図1に示した｡
図1 刺激メロディの例
刺激メロディは,1刺激内で2度繰り返され,刺激
メロディの長さは4Sとされた｡刺激メロディと刺激
メロディの間隔は4Sであった｡刺激はエンタープレ
イン社の音楽作成ソフト(音楽ツクールDX)で作虚
され,clarinet,piano,homの音色の3パターンが作
成された｡
5.リスト構成
それぞれの音色において,作成された 144個のメ
ロディの中から無作為に32個が選ばれ,ソー スリス
トとされた｡ソースリストの中から,無作為に刺激
が抽出され,8個を1セットとする4セット(A,B,
C,Dセット)が作成された｡4セットのうち2セッ
トを第 2セッションの間接再認テストのターゲット
用に,残りの 2セットをディストラクター用に割り
振った｡セットは,ターゲット,ディストラクター
のそれぞれにおいて第 1セッションの学習回数条件
に対してカウンターバランスされた｡ソースリスト
に抽出されなかった残りから無作為に選ばれた 7個
がフィラー項目とされた｡
作成されたリストは,第1セッションの評定リス
ト,第 2セッションの評定 (偶発学習)リストとテ
ストリストの3種類であり,その概要を図2に示し
た｡
インター バル書iLfq
図2 間接再認手続きのリスト構成
第 1セッションの評定リストでは,学習あり条件
のセットが2回繰り返し提示された｡つまり,Ⅹグ
ループではセットA,Bが,YグループではセットC,
Dが2回繰り返し提示された｡第2セッションの評
定リストは,第 2セッションの間接再認テストでタ
ーゲット項目となるセットのみで構成された｡すな
わち,ターゲット項目の学習あり条件と学習なし条
件の 2セットが評定リストとされた｡つまり,第 2
セッションの評定リストはセットA,Cからなる｡ま
た,刺激メロディの提示順序をランダムにした後に,
そのリストの前にフィラー項目が 4個,リストの後
に3個,合計7個が加えられた｡第2セッションの
テストリストでは,ターゲット項臥 デイストラク
ター項目の学習あり条件と学習なし条件の 4セット
がテストリストとされた｡つまり,第 2セッション
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のテストリストはA,B,C,Dの全てのセットから
なる｡以上の結果 第 1セッションの評定リストの
刺激数は32個,第2セッションの評定リストの刺激
数は23個,テストリストの刺激数は32個となった｡
なお,刺激メロディの提示順序は各リストで上記以
外ランダム化され,各音色条件で用いられた刺激の
種類は全て同じであった｡
6.手続き
実験は大学の講義中に行われ,音色条件ごとに集
団で教室または大学内の部屋の3箇所で実施された｡
実験参加者は,音色の条件ごとに,第 1セッション
では同一講義の屯 実験時刻を約 1時間ずらし,同
じ教室でそれぞれのグループで異なる刺激メロディ
のセットが提示された｡第 2セッションでは両グル
ープは一堂に会して同一の刺激メロディのリストが
提示された (図2参照)｡教示を含めた所要時間は第
1セッションでは10分程度,第2セッションでは15
分程度であった｡なお,実験者と実験場所は音色条
件ごとに,第 1セッションと第2セッションで同一
になるようにされた｡
第 1セッションは好意度評定 (第2セッションの
間接再認テストに対しての偶発学習)で,第 2セッ
ションは好意度評定を方向づけ課題とする偶発学習
と第 2セッションの学習リストに関する再認テスト
で構成された｡両セッションの好意度評定課題では,
実験参加者はメロディのそれぞれについて,好きか
嫌いかを7段階で (1-非常に嫌い,7-非常に好き)
評定することが要求された｡第 2セッションでは,
好意度評定課題を実施後,提示される各刺激メロデ
ィに対して,直前の好意度評定課題で聴いた刺激メ
ロディか否かのyes.no再認テストが求められた｡第2
セッションの再認テストは,第 1セッションの偶発
学習に関する間接再認テストとして位置づけられる｡
7.実験結果のフィードバックの手続き
第2セッション終了後,授業者である第2著者に
よって一斉に実験のフィードバックが行われたO実
験のフィードバックは,①授業者による実験目的の
説明,②自己採点,③実験結果のデモンストレー シ
ョンの 3つから構成されたC以下に,それぞれの手
続きを示す｡
①実験目的の説明 自己採点を行う前に,授業者に
よって実験目的の説明がなされた｡本実験と同様の
長期的な記憶現象を検出している先行研究をまとめ
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たプリントを資料として提示し,そのプリントに沿
って,授業者が説明を行った｡実験の説明では,普
ず,行った実験は潜在記憶体験実験であることが説
明された｡ランダムなメロディを2ケ月前に聴いた
個々のエピソードを思い出すことはほぼ不可能であ
るが,その学習の効果が残っている事実が最近明ら
かになってきたこと,また,それは潜在記憶とよば
れる記憶であることが説明されたO次に,実験結果
の予測に関する説明された｡すなわち,先行研究に
よれば,テストの 2ケ月前に聴いたメロディの学習
の効果が持続し,本実験においても第 1セッション
で学習したものの方が,テストで ｢聴いた｣と判断
される傾向が高くなるであろうという推測について
説明が加えられた｡具体的には,後述する採点表の
｢学習あり条件｣から ｢学習なし条件｣を引いた差
の値が正の値になる可能性が高い点が説明された｡
そして,同様の手続きをとっている今回の実数にお
いても,同様に差の値が正になり,大半の参加者が
そのような結果になるはずであるという予測が説明
された｡
②自己採点 実験参加者に自己採点表が配布され,
各自で採点することが要求された｡自己採点表は,
グループⅩ,Yのそれぞれにおいて,第2セッショ
ンの再認テストで提示されたメロディのそれぞれが
第1セッションで聴いた ｢学習あり条件｣であるか,
｢学習なし条件｣であるかがわかるようになってい
る (図3参照)0
図3 採点表の一部 (吹き出しの説明は本論文のため
に追加されたものである)
本実験では,実験参加者は自分の再認テストの評
定を見てディストラクター項目に対して虚再認反応
をした項目数を数えることが要求された｡すなわち,
採点表にはディストラクター項目の番号のみが記載
されており,実験参加者は間接再認テストで ｢聴い
た｣と判断した刺激メロディの番号に対応して,自
無作為に作られた聴覚刺激の学習の長期的な効果
己採点表に○をつけることが求められた (ステップ
1)｡そして,｢学習あり条件｣,｢学習なし条件｣ごと
に,○をつけた合計を記入し (ステップ2),それら
の蒼を記入する (ステップ3)ことが求められた｡な
お,自己採点は時間上の関係によりディストラクタ
ー項目についてのみ行い,実験参加者の混乱を招か
ないよう,再認成績の指標については具体的に説明
を行わなかった｡
③実験結果のデモンストレー ション 実験目的の解
説の際の予測を検証するかたちで,採点表の差の値
が正であるかどうかのデモンストレー ションが行わ
れたC第 1セッションに参加していない実験参加者
を除く全ての実験参加者を起立させ,自分の自己採
点の差の値が正であったら着席し,そうでなかった
らそのまま起立しておくように指示をした｡このよ
うなデモンストレー ションによって,実験参加者の
全休のうちどれぐらいの参加者が学習の効果が認め
られたかが視覚的に分かるように工夫した｡
8.調査項目とその測定方法
第 2セッションの調査用紙の最後の貢が,実験参
加者の音楽経験を問う項目や実験に関する項目から
なる質問紙であった｡実験に関する項目は,実験の
フィードバック後に,以下の 4つの調査項目に関し
て6段階で評定することが求められた｡項目1,4は,
全くない (1)-非常にある (6),項目2,3は,全
く理解できない (1)一非常に理解できた (6)の 6
段階で評定することが要求された｡
①前回 (第 1セッション)の実験で聴いた音を思い
出せるという実感はありますか｡
②音実験の結果を理解できましたか｡
③実験結果を知る前に比べると,一回の学習の大切
さを理解できましたか｡
④この結果は教育的に意味があると思いますか｡
Ⅱ.緒集
1.間接再落成練
参加者のうち,これまで同様の実験に参加してい
る参加者を除く72名 (クラリネット18名,ピアノ
24名,ホルン30名)のデータが分析された｡第2セ
ッションの間接再認テストにおけるヒット率,虚再
認率の平均と標準偏差を,第 1セッションの偶発学
習回数に対して算出した値を表 1に示した｡ヒット
率,虚再認率に関して.それぞれ,刺激メロディの
音色を参加者間要因,第 1セッションの学習条件を
参加者内要因とする2要因混合計画の分散分析を行
った｡その結果,ヒット率,虚再認率ともに交互作
用に有意差はみられず (それぞれ,F(2,69)≡.30;F
(2,69)=.30),学習回数の要因が有意であった (そ
れぞれ,F(1,69)=26.04,p<.01;F(1,69)=102.06,p<.01)｡
また,ヒット率および虚再認率について,第 1セ
ッションで学習した条件の得点から学習していない
条件の得点を引いた変化量を実験参加者ごとに求め,
その変化量がプラスあるいはマイナスに変化したか,
または変化していないかのそれぞれに対応する実験
参加者数を表2に示した｡
表1 第1セッションの学習条件に対するヒット率お
よび虚再認率の平均 (標準偏差)
古色 クラリネット ホルン ピアノ
学習at件 学習fiL 事習あり 学習1:3し 学習あり 事習なし 事官あり
674 813 ,600 779 .557 .760.
日92) (.163) (234) (.221) (L94) (194)
347 632 304 629 260 604
(230) (L79) (.262) (210) (176) (.190)
表2 学習条件間の変化量に対する参加者数
音色 クラリネット ホルン ピアノ
変化量 + - 一 十 ニ ー + ニ ー
ヒット率 11 1 6 21 3 6 19 3 2
血再認平 15 3 0 24 4 2 23 1 0
Note.十,-,-は変化量 (第1セッションで学習した条
件の得点から第 1セッションで学習していない得点を引い
た値)が正か負か,変化なしかを表す｡
2.実験を体験した効果の検討
再認成績の分析を行った72名に関して,実験に関
する4項目の分析を行った結果を図4に示した｡各
項目の平均値(SD)は,項目順に2.72(1.41),4.79(1.22),
4.77(1.12),4.73(1.17)であった｡なお,音色の種類と
学習条件の交互作用が認められなかったため,音色
条件ごとに分析する必要がないと判断した｡項目2
1
全くない
2 3 4 5 6
非十にある
①5月の★■でdLlたtfbt.1出せるという★■はあ与れ
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(むこの時兼は教丁的に七味かあると思うか.
図 4 フィー ドバック後の調査項目ごとのヒストグ
ラム
の実験結果の理解の程度と項目3の 1回の学習の大
切さの評定値の関係を検討するため,相関係数を求
めたところ,有意な強い正の相関が認められた
(r=.716,p<.01).
Ⅳ.考察
1.潜在記憶体験実験の効果に関して
間接再認成績の分析の結果,寺薄ら(206),上田･
寺淳 (2007)の先行研究と同様に,集団実験におい
て 2ケ月前に聴いたメロディの効果が持続されるこ
とが示された｡さらに,ほとんどの参加者において
第 1セッションの学習の効果がみられた｡また,長
期的な学習の効果はメロディの音色に依存しない可
能性が示唆された｡
実験のフィードバックに関しても,概ね効果があ
ー 86-
ったと判断される｡まず,実験の目的や手続きの説
明については,項目2の結果より大半の参加者に理
解されたと考えられ,本研究のフィードバックが適
切になされたことが示された｡次に,潜在記憶を体
験させ,自覚できないわずかな学習でも効果が持続
される事実については,項目3の結果より大半の参
加者において理解されたといえよう｡また.この項
目に対する評定結果は,実験を体敦することが学習
に対する意織を大きく変化させたことを示すものと
いえる｡寺滞 (2007)で報告されている自覚できな
い学習の効果のフィードバックによりドリル学習に
対する意識が変化した結果と同様に,本実験におい
ても,潜在記憶の体験によりその効果を自覚し,わ
ずかな学習に対する意織が変容したといえよう｡さ
らに,項目2と3の評定値の間に強い正の相関が認
められたことより,実験の理解の深さとわずかな学
習に対する意織の変容の程度の間に関係があること
が示された｡この結果より.本実験が潜在記憶件数
実験として意義があるものだったといえよう｡
最後に,項目4の結果より本研究の結果が教育的
に意味があると多くの参加者が評定している｡参加
者は教員免許の取得に必要な講義の受狂者であり,
教職を目指す者が多く含まれているといえる｡その
ような参加者の大半が教育的に意味があると判断し
たことは.将来的に本研究手法を学校現場で応用す
ることが子どもたちにとって役立つ可能性があると
いえよう｡
なお,項目lの第 1セッションで聴いた音を思い
出せるという実感があるかに関しては,実感がない
と評定された割合が高くなかった｡本研究で用いた
刺激は,符号化が難しいと考えられるランダムなメ
ロディであり,思い出すことは非常に難しいと思わ
れる｡また,｢メロディの音階がはっきりとわかっ
た｡｣という項目で,｢はい｣と答えたのは72人中4
名であったoLたがって,項目 1はメロディのそれ
ぞれを思い出せるかという意味ではなく,聴きなれ
ないランダムなメロディを聴いたという経験を思い
出せるかどうかという意味で評定された可能性が高
いと考える｡今後,この項目の見直しが必要である｡
実験に関する調査項目以外に,講義後に書かれた
講義に関するコメントで,｢メロディの実験に感動し
ました｡｣｢メロディに関する調査で,自分が思った
以上にメロディを覚えていたみたいで驚きましたO｣
｢音の調査とてもすごいと思いました｡記憶に関し
て貴重な体験ができてよかったです｡｣｢結果の違い
無作為に作られた聴覚刺激の学習の長期的な効果
もよくわかるおもしろい実験でした｡｣などの感想が
得られた｡これらのコメントから,普段気づかない
自己の潜在記憶を実験参加者が体験できたことがわ
かる｡
2.メタ記憶との関連
本実験の体験によって,自己の記憶や学習に対す
る意識 の変容 が持続 した場合 , メタ記憶
(metamemory)が変容したといえようoメタ記憶と
は,自分自身の記憶に関する個人の主観的な信念や
知識を指し,自己の記憶方略や記憶行動のモニタリ
ング,コントロールを包括する概念である (河野 ･
太乱 200;清水 ･高橋 ･賓藤,206)｡一般的に,
メタ記憶質問紙で測定される日常生活におけるメタ
記憶は再生記憶によるものが主であり(楠見･高橋,
1992),潜在的な記憶はほとんどみられない｡本研究
において学習に対する意識の変容がみられたように,
潜在記憶の存在を体験的に理解することによって,
日常生活でこれまでなされていなかった潜在的な記
憶行動に関するメタ認知が行われるようになる可能
性が高いであろう｡例えば,多くの商品からある商
品を選択するのは潜在記憶の影響によるかもしれな
いという気づきゃ,こつこつ勉強する方法も無駄で
はないかもしれないという意識の変化が起こるなど,
従来手に入らなかった情報によりメタ記憶が変容す
る可能性が考えられる｡
また,メタ記憶の変容によって,記憶の自己効力
感 (memoryself-e瓜cacy)が高まる可能性が期待され
る｡記憶の自己効力感とは,メタ記憶を構成する概
念の中で,日常の記憶の機能に関連する概念の lつ
であり,自己効力感の理論を延長したものとして,
個人の記憶の能力に関する効力判断を伴うものとさ
れる (Vhlerlbjn,H山,VanHooren,Bosma,VanBoxtel,
Jones,皮Ponds,2006).自己効力感を問題にした研究
では,自己効力感と学習意欲の強い関連性が指摘さ
れており (柴山･小嶋.2006),特に記憶の自己効力
感と学習意欲の関係を検討する必要がある｡本研究
では検討されていないが,潜在記憶を体験すること
によって,自己の潜在記憶的な能力が自覚でき,記
憶の自己効力感が高揚することが期待されよう｡さ
らには,学習-の動機付けが高まり,学習に対する
行動が促進される可能性が期待される｡今後,実験
後に追跡調査を行い,記憶の自己効力感や学習意欲
などの変化を測定し,実験の効果を検討する必要が
ある｡
3.今後の課題
総合的に判断して本研究が潜在記憶体験実験とし
て有用性があると判断できよう｡しかし,フィード
バックの方法と効果の検証に関して今後の課題も多
く残される｡第 1に,フィー ドバックの方法につい
て,改善の余地があると思われる｡実験後のデモン
ストレーションでは,自己採点に基づき,参加者中
何名が第 1セッションの学習の効果がプラスにはた
らいたかどうかで結果の開示が行われる｡しかし,
必ず全ての参加者がプラスになるわけではなく,蘇
差の影響でマイナスになる場合もある｡フィードバ
ックにおいて,以前に同様の実験に参加した参加者
や,初めて参加する参加者全てが学習あり条件>学
習なし条件となるとは限らないと説明は行ったもの
の,マイナスになった参加者は,自己の記憶能力や
音楽的な能力を疑うようになる可能性があり,本研
究の目的に反する｡このような事態を回避するため
に,虚再認率とヒット率の両方の自己採点を行うと
いった対策などを検討することが,今後の課題とさ
れる｡
第 2に,フィードバックの効果の検証に関する測
定方法に課題が残されている｡本研究では,講義の
日程によりフィードバック直後の測定しか行ってい
ない｡潜在記憶を体験させ,学習に対する意識の変
容を検討するという目的から,フィードバックから
長期のインターバルをあけて効果を検討する必要も
あろう｡また,本研究は授業の一環として行ったた
め,本実験が教育的に意義のある実験であると予告
された｡フィードバックにおいても,学習場面にお
ける潜在記憶の重要性を解説したため,実験に関す
る調査項目が実験を体験したことによるものなのか,
潜在記憶に関する知見を知ったためなのか,議論は
出来ない｡仮に,後者のみ影響するならば,潜在記
憶の知見を伝え,本実験を体験する必要はないだろ
うO今後,統制群を設けるなどし,実験を体験した
効果を検討する必要がある｡
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